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一般社回法人 愛媛県地域密着型サービス協会

副理事長 汀本 圭仁

平成26年 は甲午 (きのえうま)の年であり〔午年の中でも飛ぶ鳥落とす勢ぃ

のある年だそうです。

また、旧年中は様々なご協力をいただき、おより感謝申し上げます。

さあ、ついに新しい年がやつてきました。

新年早 、々私のテンシヨンを下げようと、暗いニユースもありますが、残念な

がら私のテンシヨンと血圧は最高潮。甲午は騎馬とも言われておりますので、

手細を握り締め、胸を振り、堂々と歩を進めていきます。マ
ー人でも多くの実顔のために、私自らが腹いつばい楽しもうと思つております。

また、当協会の副理事長としてしつかりとその一役を担い、この一年頑張りま

すので、引き続いてのご理解ご協力を、どうぞ生しくお願い申し上げます。
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合F昭研植鶏告「生き方を支える力になる」
〔
）

新ギ明けましておめてとうございます。

11月28日、テクノプラザ愛媛(松山市久米窪田町)にて

合同研修会を開催しました。

今回は「生き方を支える力になる」というテーマで、前半

はグループホームや小規模多機能型居宅介護事業所の職

員さんから事例報告をしていただきました。従来の実践報

告形式ではなく、形にとらわれず自由に発表してもらい、参

加者からそれぞれの事業所に感想や応援メッセージを書

いてもらうという新しいスタイルで行いました。

利用者の
“
その人らしさ

"や“
その人らしい生活

"を
取り

戻すために、喜びや悲しみなどさまざまな思いを感じなが

ら頑張つている介護職員の皆さんの取り組みやありのまま

の姿、そして利用者の思いや、願い、心に寄り添った支援を

めざす姿に、会場から熱い視線が注がれました。

後半はテレビでご存知のらくさぶろうさんと協会理事と

の座談会、その後らくさぶろうさんのステージがありまし

た。会場は、大きな笑いに包まれたり、涙されたりする姿も

みられ、和やかな雰囲気に…。世間では4Kと いわれる介

護現場で日夜懸命にがんばっている職員の皆さんの心が

軽 くなる、楽

しいお話をた

くさん聞かせ

ていただきま

した。

rお嫁さんになりたい～七夕の短冊に綴った思い～J
グループホームはとり/日浅成子さん

「夫婦いつまでも仲良く"・
～住み慣れた家でくらし続ける～

メサイア/亀 井慶子さん大野由美さんだヽ規模多機能ホーム

「旅立ちの春～T様 の看取りより～J
グループホーム陽だまり/星川沙織さん田中カロ代さん

「生きるを支えた事例について
～最期まで住み慣れた地域で～」

小規模多機能型居宅介護めぐみ/大 森裕志さん

「生活の中での看取り～かあちゃん宰せだつたかな～」
グループホームルンビニー/中谷唯さんその他約7名

D

らくさぶろうさんと協会理事による座談会



私のつたない発表に、温かい言葉を頂き本当に有難

うございました。「施設長が男性役になったら」とか、「か

つらも用意できたら良かったですね」とか、「男性の入居

者の方はどうしていたの?」とか、もっと私に文才と時間

があれば、御話しできたのにと反省するばかりです。また、

事例対象者の状態をもう少しお話ししておいたら、聞い

てくださった方々に、違う観点からのコメントも頂けたかもしれないと思いました。

今回の事例発表の内容は、年中行事の中で起きた日常の事でした。私たちは業

務に追われ、恥ずかしい事でありますが、いつも入居者の気持ちを汲み取れている

訳ではありません。でも、
“
はとり

"の
グループホームも8年 目に入り、泣いたり笑った

り、また入居者の方に逆に気持ちを救われたりしながら、入居者の方と職員がまる

で家族のように生活してまいりました。

私は、介護の仕事は『ともに生きる』ための共同体のようなものだと考えています。
一人一人の力は微力ですが、皆んなが少しずつ力を出し合えば、大きなパワーになっ

ていくと思っています。これからも入所者の方と職員が手

を携えて、共に支えあって生活して行きたいと思います。 :

暖かいメッセージの数々、

ありがとうございます。正直

に言いましてホッとしまし

た。発表する側としては「こ

んなんでいいのかなあ」と悩

みながらの部分と「ええい、これで目一杯じゃ」と

開き直った部分を抱き合わせて臨んだものです

から、一体どう伝わるか不安でなりませんでした。

メッセージを読みながら「おぉ伝わっている♪」

と感激したり「むむむ、そういう風にも考えられ

るなぁ」と考えてみたりすることができました。い

ただいた言葉の数々、今後の支援の糧としたい

と思いま曳 本当にありがとうございました。

今回の事伊」発表を「演じる」という形で

表現することに対して最初は「無理よ一」
「出来るん?」という所からのスタートでし

たが、練習を重ねていくうちに少しずつだ

が「無理」から「思いを伝えたい」という気

持ちに変化していったように思います。

本番が近付くにつれ様々な意見が飛び

かい「このセリフはこの方がいいんやない?」「この場面は動きを付けた方が

より伝わるんやないん?」と明らかに今までとは違ったチームの形がそこには

ありました。諦めずに発表する事ができてひとつ成長できたように思いま曳

今回の演劇だけでなく、日々の業務にも同じことが言えると思いま曳 同じ

ような日々 を送っていても成長はない。問題、課題が発生した時こそチャンス

なのだと思います。仕事を「志事」と言えるようもっともっと「顔晴り」たい。

今回の演劇、
に
かぁちゃん天国から見てたかな

" 皆
さんからいただいたど

のメッセージもお褒めの言葉ばかりで恐縮、恐縮(笑)です。最高を「最幸」と

表現している所、「しとけば良かったではなく、しといて良かった」という所な

ど、私達が伝えたかった事を見ていただいてとても嬉しかったで曳
“
介護

"、
それは「人の命と向き合っている職業」で曳 私たちがしている支

援、取り組みを多くの方々に知っていただくこと、伝えることは、私たち介護

職員の大きな使命ではないでしょうか?

若者から町瞳れの職業
"だ

と言われるようにこれからも「顔晴って」いきたい

です。

たくさんの人の前で発表し

たことがなく、直前になり緊張

感が今まで感じたことがない

ほどでした。ホームでの看取

リケアの発表を少しでも多く

の方に聴いて頂けたこと、他

施設の方も不安や心の葛藤、連携の大切さなど、同じこ

とを感じている、思いはひとつなんだ、と改めて感じまし

た。看取りを経験するまでは不安が多くありましたが、

振り返ってみると今までの生活があってこそ自分たちが

最期を支えられたのだと思います。

皆さまからいただいた応援メッセージを読み、深く温

かい言葉にホーム職員は感動しました。不安な気持ち

はみんな一緒だと改めて感じました。同じ福祉の現場に

いながら、研修に参加しても話すことがなく終わってし

まうことが多い中、今回いただいたメッセージの中で、や

り取りできたことをうれしく思います。ご利用者の笑顔

のために、これからも日々良いケアを目指していきたい

と思います。

このような研修での発表は初めての経験で、緊張のあまり、早口になってしまい反省しております。が、い

い経験となりました。原稿を作成しながら今一度、初心に戻り様々なことを考え直すいい機会となりました。

私達は常に利用者さん目線、利用者さんを主役とし、「黒子」に徹したケアをしていかなければいけませ

ん。ともすれば日々 の業務に追われ、忘れがちになりますが、決して忘れてはいけないことです。

今後も職員一同、同じ思い。同じ方向で、いいチームに成長するよう、努めていきたいです。そして、利用

者さん。職員の実顔あ′S、れるメサイアを築いていきたいで曳

このような発表の機会を与えて下さったことを感謝し、また、協力して下さった利用者さん。ご家族にお礼を申し上げます。

皆さまからの応援メッセース ありがとうございました。何度も読ませていただきました。ドキドキで発表した「二人からの贈り

物」でしたが、こんなにも応援の言葉をいただき、まだまだ頑張るぞという気持ちです。私たちもこのお二人から認知症になって

も自分の家で暮らそうと思えば暮らしていくことが出来るという事や、この二人に私たちや家族が合わせていけばいいんだ、自分

たちに合わそうとするから無理が出来るんだという事も教わりました。

職員で考えた理念「優しい笑顔と、感謝の心、一人ひとりの今を支えます」を、職員全員が日々忘れることなく、利用者さんや

家族さんに接していきたいと思っています。

久万にお越しの際は、ぜひメサイアに立ち寄って下さい。笑顔とコーヒーでおもてなしをさせていただきます。



平成25年 度
第1回 認知症介護実践者研修

今年度、第1回の実践者研修では受講生の皆さん

の意欲的に受講する姿が印象的でした。4日 間の

連続した研修と実習報告会を通じ多くの出会いと

仲間を作ることが出来たのではないでしょうか。今

年度は2月にも開催しま曳

響実施期間:平成25年 8月27日～3月30日、9月27日

(座学:4日、職場実習:2週間、実践報告:1日)

ゲループワークでの話し合い

では自分の考えていろ以上の

意見を聞くことが出来非常に

有意義でした。

工しい知識を身につ叶ろtと が物

事をよい方向に近づ庁、具体的に

正しい情報 と方法論を身につ片ろ

ことが大事であると思った。

鞭 や伸 鱒 鞭 弾 申 球 韓 J」4~弥 1鞠

これからのグループホームのあ 亀 韓ゃ二、

平成25年 度〔第2回 )
inforlnation′

認知症介護実践者研修 ●

普段の関わ し|だ叶でな く、法的なこと

も考える事で先々のビジョンも見えて

くることを知った。

介譲に慣れたと思っていたが、反省

する点、勉強をもっとして向上して

いかないといけないと思った。

鹿官、露!艇娯を―蚕i増が
逆

平成Ⅲ26年 2月 4日～2月 7日 .3月 7日開催



相 互研 修

平成18年から始まった相互研修は

①研修先の事業所の取り組みを学習し、気付きを得る。

②自分たちの事業所の取り組みを改めて考え、見つめ直す機会にする。

③相互研修を機会に事業所間・スタッフ間の交流が深まリネットワーク構築、拡大になる。

を目的に今年度で8回 目を迎えました。

自分達の事業所が大切にしている事、頑張っている事などを相手の方に伝える為、改めて自分の事業所を見つめ

直す機会になった。又、相手の事業所を訪れ新たな発見があり良い末」激になったと参加された方から好評を得る

ことが出来ました。

しかし、残念な事にH.23年 をピークに10名 ずつ参加者が減っていま曳 参加された方は「また参加したい」と希

望される事が多いのですが、まだまだ研修の意義や楽しさが伝わっていないのかもしれません。

皆様の意見を参考にさせて頂きながら今後意義深い、魅力ある研修になるよう努めたいと思っていま曳 来年度

の多数の参加をお待ちしていま曳

検
ン

相互研1多委員一同

平成25年度小規模Net学 習会

当会では、2ヶ月に1回、県内の小規模多機

能型居宅介護事業所が集まり、様々なテー

マで学習会や研修会.情報交換など行つてい

ます。

これからも継続していきますので、皆さま

奮つてご参加ください。

!鋼園 実 践事例報告 ～困難事例・連泊の対応～

膝招暇 J 規ヽ模多機能型居宅介護が果たす役割と課題

数簿】□圏運営上必要な記録とその工夫

雛驚醸 実践事例報告 ～家族支援・地域との関係づくり～

雛謹軽 わが地域の小規模多機能型居宅サービスを考える
～現状と課題～

小規模多機能がなぜ作 られたのか という原点を知 W、

現状と課題についても知ろことが出来た。

ライフサポー トという考え方を取 W入 れろことの大切

さを知ろことができた。

記録の目的が整理できてよかった。書式はともかく支
援の根拠を残すという自事業所の記録のあWオは間違
いではないと思えてよかった。
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ン「老人の特性と緊急時の対応方法」を講義してもらいました

が、今まで「そこが矢日りたかったんよ」というようなかゆい所に

手が届くような内容であり、とても満足しています。明日からの

業務に少し自信が持てるような気がしま曳

ン各症状に対する具体的対応がわかりやすく、特に「低血糖症

状は(はひ′S へヽほ)で覚えよう」が印象的でした。どれも、今後の

介護に活かせるもので勉強になりました。

議同じようにあいさつを行うにしても抑揚や表情によってあい

さつされる倶」の感じ方が異なるということが分かりました。家

族様と話をする際、言葉だけでなく、話し方も気をつけるように

したいです。

●自分の判断によって利用者様の状態が変わってくるので、判

断を誤らないように又医師や看護師へ状況を適切に説明でき

るように知識と技術を高め日々のケアに努めていきたいと思い

ました。

●卜回ミの使い方、切 り方、

見 た 目の工 夫 が勉 強 に

なった。はじめての研修で

知 らない事 「暁下食 プラ

ミッド」を教えてもらい参考

になりました。

ン私どものグループホームでは、食事を作るため、今回の研修

でいかに清潔に食材を扱い、手洗いの徹底が必要かがよくわ

かりました。また、感染症、特に肺結核の怖さについてもよくわ

かりました。

●回腔ケアの大切さ

(歯周病 ・舌癌 ・誤陳・

暁下)を利用者に対し

てもっと考えて接 して

いこうと思いました。

●身体の仕組、基本的な動きを再確認することができてよかっ

た。利用者の能力(残存機能)を知っているのと知らないのでは、

自分の負担も違ってくることがわかりました。

●今までいるいるな研修を受けてきましたが、今回の様な研修

は習ったことの無い内容の研修でした。次回もこのような研修

を受けたいと思いま曳

南予地区では主に、宇和町にある愛媛県歴史文化博物館を会場として研修を行なっています。

南予の人の特徴でもある、のほほんとした雰囲気で研修、勉強に励んでいます。認知症介護と

いう同じ職業に就く者同士、日頃の1図みや不安または皆に知ってほしい事等たくさんお持ち

だと思います。

研修、講義、グループワークを通して日頃からの思いを知ってもらったり、情報交換の場にも

なっています。

講師の先生のお話を聞いたり、他の施設の職員さんの話を聞いたりして、明日を頑張る活力に

つながっている職員さんもいるようです。

仲間を増やし、絆を深め、利用者の方の笑顔のために一致団結して頑張っていきましょう!!

南予はとっても良い所です。ぜひ遊びに来てください。
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『介護保険者(市町)との連携』に関する
アンケート調査の結果報告について

近年、市町と私たち地域密着型サービス事業所が、二人三勝lで地域における福祉サービスの発展に取り組む姿勢がますま

す求められるようになってきました。

そこで当協会では、今後の活動の参考材料とする目的で平成25年 9月、会員事業所対象に「市町との連携に関するアン

ケート調査」を実施しました。多忙な中、当調査にご協力いただいた事業所の皆さまには心より御礼申し上げま曳

調査結果は、会員事業所の皆さまに送らせていただきま曳 尚、県内の各市町の介護保険担当課にも協会理事が直接持参

し、同時に各市町にも「地域密着型サービス事業者との連携」に関するアンケートをお願いしていま曳

その内容については、改めてご報告させていただきます。

                             メ

ほっと エピソード
日常での利用者とのさりげない感動エピソードを

現場の新人スタッフから聞きました

■■|lill■‐■‐大好きな「おしん」のDVDを 毎日のように観て

いる96歳 のMさ ん。初めて出逢った3年前の第一印象は
"気

難しそうなおばあさん
"で

した。今もそれは変わらないのです

が、利用当初は環境の変化にとまどい、不安でいつぱいの中、本

当に少しずつ心を開いてくれました。私の楽しみは夜勤の時、

眠れないMさんと絵本を一緒に読む事です。一番のお気に入り

は「かかしのじいさん」。好きな場面が近づくと互いに目が合い

「次やね」というと「お一い、お一い、すずめよ一」と声も少し大き

くして呼びかけます。この瞬間が私は大好きで、大切にしている

時間です。

足を骨折しても、再び立って歩こうと頑張るh/1さん。入退院を

くり返しても、必ず私たちのところへ戻つてきてくれるパワフル

なMさ ん。Mさ んに負けないよう、私も力をつけなければと思う

毎日です。

‐‐・|■■
‐~私 の施設では入居者さん1人1人にイロ屑」サービ

スと言う時間を用意し、入居者さんとマンツーマンで動ける時

間を用意しています。

入居者さんMさ んは、毎月必ず私と行動します。

ほとんど外出を希望され、書」と遠くの場所を希望されます。

ある外出時「海がみたいから
“
ふわり公園

"に
行きたい」と話し、

一緒に車で向います。

着いたらいつものように買い物をして、一緒にごはんを食べ

介護の仕事を始めてまだ一カ月もたたない頃。

全く知識もなく、なにもわからず毎日が勉強の日々でした。そん

なある日、車イスで生活をされていたSさん。意思の疎通が難し

く日頃私がどんな声かけをしても話をされることはありません。

その日はSさんの奥さんが来られており、一緒に居室で過ごされ

ていました。私がお茶を持つて居室に入つた時にSさんがしんど

そうに咳きこまれていました。それを見た奥さんが背中をさすつ

ているとSさんが「大丈夫、心配するな」と一言。私はその時、驚

たりし「海が近くで見たい」と言われ、海辺まで一緒に行き、2人

でイスに座つて、海を眺めながらずつとお話をします。

Mさんはいつもこう言います。「ここにおったらええやん、帰つた

ら仕事せなあかんやろ」と話し、思わずニヤッと笑つてしまいます。

「これも仕事だよ」と笑いながら返しますが、2人 とも30分 は

このイスに座ってお話をしています。

来月も同じような時間を過ごしているのかと考えると、ちょつ

と笑つてしまいました。

いたのと同時に「この人は話せない人なんだ」と勝手に決めつ

けて接していた自分にとても反省しました。

もうすぐ介護の仕事を始めて2年 になります。忙しさのなか

にも、やりがいやお互いが感謝し合う関係を築く事ができる介

護という仕事は、とても奥が深く勉強させられる毎日です。利用

者の方の持っている知識や力を頂き、共に笑い共に泣き共感し

あって支えあう、利用者の方にとつて家族のような存在になれ

るようにこれからも努めていきたいです。



■登録定員数 25名 米通い定員数15名*宿,自定員数7名 ■2ユニット18名

小規模いよ路は、市街中心部の住宅街にあり、地域の人達と

の交流を大切にしています。ちょつとお酒落しての、毎月のレ

ストラン食・コーヒーブレイク。(桜・紅葉・温泉等)季節を追

いかけてのお出かけ等、以前に近い生活を楽しんで頂けるよ

う考えております。そして、又、受診・入院サポート等を含め、
一人一人との関わり方を、職員―同とても大事にしていま抗

■3ユニット29名

地域密着型小規模特養うみかぜは、平成23年11月1日に開

設しました。開設し2年あまりですが、職員一同笑顔と思いや

りを大切にしその人らしく過ごしていただけるよう心がけて

いま抗 また、地域との関わりも大切にしながら地域との輪を

広げていきたいと思います。写真は施設に隣接している市の

東浜公園にて行なつた運動会の様子で曳

社会福祉法人三恵会福祉館恵海

T792-0896

新居浜市阿島1丁目7番20号
TEL:0897-67-1100
FAX:0897-6フー1102

優寿の里は開設12年目の事業所です。城北地区の堀江町の

閑静な場所にあり、利用者様と職員の笑い声が絶えない明る

い雰囲気のホームになつていま抗

利用者様の一人ひとりの生き方、思いを大切にし、本人の

ペースにあった豊かな生活を送っていただけるように支援し

ていま抗 ご家族様や社会から信頼される開かれたホームを

目指して日々取り組んでいます。

優寿の貝

〒799-2651

松山市堀江町甲207番地1

TEL;089-997-8420

FAX:089-997-8421

いよ路サービス有限会社

T794-0059

今治市鯉池町1丁目2番10

TEL:0898-25-2020
FAX:0898-33-0066

会員事業所
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‐2ユ ニット18名

グループホームつるかめは、平成25年4月30日に開所しまし

た。

当ホームは、木造平屋建の広々としたフ回アになつています。

自分の生活をご利用者様に自ら選択し、作つていく生活を支

援していま曳

私たちスタッフは、家庭的で笑顔のあふれる介護を提供でき

る様にしていま曳

2ユ ニット18名

「ほで」は、ひだまりの会の 3番 目に出来た事業所で開設 4

年半になりま抗 近くに)や
/AN園、神社があり、自然に恵まれ

た環境で、散歩や外出で季節を五感で感じてもらい、その全

てが刺激となり、脳と身体を元気にできるデイサービスです。

それぞれの趣味や体力に合わせて機能訓練やカルチャー、

レクリエーション、イベントなどを行つています。時間延長、短

時間、宿泊、夕食なども対応していま抗 センター方式の24時

間生活変化シートを、ご家族との情報の共有に使い、ご利用

2ユニット18名

今年も地域の皆さまのご協力をいただき畑―画コスモスが

咲きました。「この花を満開にするのが楽しみ、ここを最期の

場所にしたい」と、平成17年開設以来グループホームつしま

をご利用いただいたHさんは、今年満開の畑を見守るように

天国に旅立っていかれました。ご自分の人生はご自分で決め

ていただき、それを私達職員は国々お手伝いさせていただい

ております。「ここで良かつた」そういつていただけるように

T798-3302

宇和島市津島町高田甲83-1

TEL!0895-32-3158
FAX:0895-32-3156

優瑠里

〒フ971212

西予市野村町野村2号109番地1
TELi0894-72-0312

FAXt0894-72-3378

,ぎか13Fか

善
峯セン

2ユニット18名

グループホーム三崎つわぶき荘は、平成25年6月に開設しま

した。佐田岬半島の西端にあり、晴れた日には豊予海峡を隔

てて九州が遠望できる豊かな自然に恵まれた所です。三崎

地域の方言が飛び交い、笑い声の絶えない賑やかな事業所

です。「ほがらかに」「なごやかに」「心ゆたかに」をモットーに

お一人おひとりが自信につながるよう持てる力を発揮できる

場画作りや安′いして暮らせることを大切にしています。

〒ア96-0801

西宇和郡伊方町三崎4414番地1

TEL:0894-54-0071
FAX:0894-54-0072
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利酪1冊

「 働 き 力 刊 稲 盛 和 夫 <三 笠書房>

私はこの本に出会つた事で、仕事に対する考え方がガラリと変わりました。

著者の稲盛さんは京セラの倉」業者で色んな不遇を経験しながらも、一途に仕事に打ち

込みアイデアと努力で会社を成功させ30代後半で株式上場を果した方です。

昨今では「なぜ働くのか」「何の為に働くのか」「楽して儲けたい」という考え方が多く見

られるようになつてきましたが、働くということに込められた、根本的な価値や意義・目的

を見失つているのではないでしょうか?

自分に与えられた仕事をしつかりする事で、信用を得てさらに大きな仕事に繋げる。

その日を反省し、昨日より「
一歩だけ前へ出る」大切な事だと思います。

私の若い頃は会社の不平不満を同僚と愚痴つていたもの  干 ■‐

ですが、与えられた仕事に真貸」に向き合えていたかと間

かれるとかなり後向きな人間でした。25才 の自分に「こ

の本読め|」と渡したいですね。

一生懸命働くことで、何か見えてくるものがあるのではないでしょうか?

働くということは自分を高めること、他人を卑下しても何も変わりません。

他人を変えようと努力するよりも、自分を変える方が有意義で価値があると私は考えます。

労働とはなんぞや?と思つたら読んでみてください。

今回のお出かけスポットは「のまうま′ヽイランドどを紹介します。

野間馬は、日本固有の馬の一種であり、日本に音から住んでいる馬(日

本在来馬)の中で1番小さい馬です。

のまうま八イランドでは、この貴重な馬に乗馬したり、ホースセラピー等

でふれあうことができる施設となっています。

これから暖かい季節がやってきます。

春風の中、小さくてかわいい野間馬と

ふれあってみてはいかがでしょうか?

鞠 者義
<蟹 襲轄繭>

10口寺～18口寺(ただし、lI月～3月は17時まで)

小動物ふれあい広場・乗馬…13:00～ 15:00
(上日祝 祭 日]0:00～ 12:00、 ]3:00-]5i00)

<襲  畿 >

入目料、駐車場無料 ※一部有料の施設がありま曳

※乗馬について 体 重35k9以下の3歳～小学校6年生

ヘルメットと防護ベストを着用できる方

<鎌 鰻 国>

毎週火曜日(祝日と重なった時は翌日)

年末年始
※公園は年中開放ですが、まきば館、乗馬、小動物フき、れ
あい、メロディーベットはお休みであ

<題 総撫》

愛媛県今治市野間甲8

TEL:(0898)32-8155

FAX:(0898)32-8255

HP:http://WWWtimaba問 ‐nomauma」 p/

あけましておめでとうございます。今号の『ほつと守笑媛』はいかがだつたでしょうか。当協会は今後も、

会員の皆様のお役に立てる様々な情報の発信を行つて行きたいと思つています。これからもどうゼ

ご支援よろしくお願いします。 広報委員一同


